
群馬工業高等専門学校　2010 年度シラバス　8903020005CC/20101207

( 科目コード：8903020005CC)

【改訂】第 3 版（2010-03-17）
【科目】環境都市工学実験実習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

木村 清和
阿部 博

【授業目標・教育方針】
4 学年の実験よりさらに複雑な構造物を想定し構造解析実験と光弾性実験を行う。その実験結果の解析には構造力学
I・II・III で学習した解析手法を応用し、構造力学の理論の妥当性と応力の概念を把握する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間 (1.5 時間 *15 回 =22.5 時間 ) である。
実験室のスペース等を考慮すると、クラス全体での実験実習は不可能であるため、クラスを４～５名の８班に分け、
さらにその８班を１～４班と５～８班の 2 グループに分割し、一方を構造解析実験、もう一方を光弾性実験というス
タイルで授業を実施していく。
構造解析実験では変断面梁とラーメンの応力と変位を実験で測定し、理論値との比較検討を行う。光弾性実験では応
力を視覚的に捕らえられる実験原理を学習し、ラーメンの内部応力分布を実験により求める。その結果と理論値の比
較を行うことにより構造力学の理論の妥当性を検証する。
主な実験項目は以下に示す。（１）構造解析実験                    （２）光弾性実験
・変断面梁の応力、たわみ実験           ・単純梁による光弾性感度実験
・ラーメンの応力、たわみ実験           ・ラーメンをモデル化した実験

【教科書・教材・参考書 等】
参考章：構造力学Ⅰ：嵯峨　晃、武田八郎、原　隆、勇　秀憲：コロナ社
参考書：構造力学Ⅱ：嵯峨　晃、武田八郎、原　隆、勇　秀憲：コロナ社
参考書：崎元達郎著，構造力学 ( 上 )・( 下 )，森北出版
問題集：赤木知之・色部　誠，構造力学問題集，森北出版
参考書：前田幸雄・伊藤富雄，構造力学，国民化学社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
構造実験室、光弾性実験室での実験実習

【メッセージ】
レポートの提出期限を厳守すること。期限に間に合わない場合のレポートは０点として採点する

【備考】
事前学習内容：2 年から 5 年で学習した構造力学Ⅰ , Ⅱ , Ⅲに内容を復習し理解しておくこと

【成績評価方法】
［後期］レポート：70%，その他：実験の取り組み方，積極性，役割等 30%　3 回のレポートの期限，書式，内容（特
に考察を重視する．）70%　注意：レポートを提出しない学生は不合格とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：環境都市工学実験実習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 共通ガイダンス ・授業形態の説明（A,B の 2 グループに分かれて実施）
・班分け
・実験上の諸注意
・評価方法説明

第 2 回 構造実験基礎ガイダンス（授業）A グループ：骨組み構造解析 I
B グループ：骨組み構造解析 I

第 3 回 構造実験基礎ガイダンス（授業）A グループ：骨組み構造解析 II
B グループ：骨組み構造解析 II

第 4 回 光弾性実験歴史と原理 A グループ：光弾性実験の歴史と原理
B グループ：光弾性実験の歴史と原理
・応力とは
・光の性質
・複屈折とは

第 5 回 光弾性実験の特徴 A グループ：光弾性実験の特徴
B グループ：光弾性実験の特徴
・縞になる原理
・縞から応力が求められる原理
・実験方法

第 6 回 実験１ A グループ：変断面梁の変位実験
B グループ：光弾性実験モデル撮影

第 7 回 データ処理１ A グループ：変断面梁の変位計算
B グループ：写真の画像処理

A グループ：レポート

第 8 回 実験１ A グループ：光弾性実験モデル撮影
B グループ：変断面梁の変位実験

第 9 回 データ処理１ A グループ：写真の画像処理
B グループ：変断面梁の変位計算

B グループ：レポート

第 10 回 実験２ A グループ：ラーメンの応力と変位実験
B グループ：光弾性感度の解析

第 11 回 データ処理２ A グループ：ラーメンの応力と変位実験（レポートあ
り）
B グループ：ラーメン光弾性実験の解析

A グループ：レポート

第 12 回 実験２ A グループ：光弾性感度の解析
B グループ：ラーメンの応力と変位実験

第 13 回 データ処理２ A グループ：ラーメン光弾性実験の解析
B グループ：ラーメンの応力と変位実験（レポートあ
り）

B グループ：レポート

第 14 回 光弾性実験理論解析 A グループ：ラーメン光弾性実験の理論解析
B グループ：ラーメン光弾性実験の理論解析
・たわみ角法による

第 15 回 レポート作成 A グループ：光弾性実験のレポート作成
B グループ：光弾性実験のレポート作成

AB グループ：光弾性
実験レポート
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